
　

緊急医療体制が評価される
洞爺協会病院北海道知事感謝状受賞

　
　
イ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
洞
爺

　
　

湖
（
青
木
佐
智
子
代
表
）
が
、

初
冬
恒
例
の
み
そ
作
り
教
室
を
虻
田

ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
約

30
人
が
手
作
り
み
そ
の
仕
込
み
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
手
慣
れ
た
手
つ

き
で
大
豆
15
㌔
と
米
麹
15
㌔
、
塩

1
・
8
㌔
を
練
り
合
わ
せ
み
そ
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

　

大
豆
を
煮
て
い
る
時
間
を
使
い
、

大
根
を
メ
イ
ン
と
し
た
ポ
タ
ー
ジ
ュ

や
揚
げ
出
し
大
根
な
ど
計
4
品
を
調

理
し
ま
し
た
。

のわだい
まち
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初冬恒例みそ作り教室�
ウイメンズネットワーク洞爺湖

　
　
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事
業

　
　

協
会
洞
爺
病
院
（
青
木
茂
院

長
）
が
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
評

価
さ
れ
、
北
海
道
知
事
感
謝
状
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

同
病
院
で
は
、
3
6
5
日
24
時

間
体
制
で
救
急
搬
送
に
対
応
し
、
年

間
約
4
0
0
件
の
救
急
搬
送
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
青
木
院
長
は
、「
今
ま

で
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。
こ
れ
か

ら
も
救
急
医
療
を
は
じ
め
と
し
て
、

地
域
医
療
に
最
大
限
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

噴火に備え、考える�
土砂災害減災シンポジウム

感謝状を受賞した洞爺病院青木茂院長感謝状を受賞した洞爺病院青木茂院長手作りみその仕込みを行う参加者手作りみその仕込みを行う参加者

丸谷北海道大学名誉教授が行った特別講演丸谷北海道大学名誉教授が行った特別講演とうや小学校で行われた贈呈式とうや小学校で行われた贈呈式

社

令

ウ

環境にやさしい暮らしを
ハート型ペットボトルキャップなど配布

　
　
和
元
年
度
土
砂
災
害
減
災
シ
ン

　
　
ポ
ジ
ウ
ム
（
北
海
道
、（
公
社
）

砂
防
学
会
北
海
道
支
部
な
ど
が
共

催
）
が
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
土
砂
災
害
を
減
ら
す

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
大
学
の

研
究
者
や
民
間
技
術
者
、
行
政
の
担

当
者
な
ど
約
2
5
0
人
が
参
加
。

　
「
北
海
道
の
火
山
地
域
に
お
け
る

土
砂
災
害
の
減
災
戦
略
」
と
題
し
て

特
別
講
演
を
行
っ
た
丸
谷
知
己
北
海

道
大
学
名
誉
教
授
は
「
今
後
は
時
の

予
測
で
は
な
く
場
所
の
予
測
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
　
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
で
あ

　
　
る
洞
爺
湖
町
で
は
、
国
か
ら
の

交
付
金
を
受
け
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

再
利
用
と
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
促

す
た
め
、
特
製
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
を
制
作
し
、
小
学
３
年
生

以
上
の
児
童
・
生
徒
に
配
布
し
ま
し

た
。
本
事
業
は
、
資
源
の
再
利
用
を

通
じ
て
、
世
界
的
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
を
意
識
し
て
も
ら
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。　

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、
今

後
、
町
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
事
業
で

配
布
す
る
予
定
で
す
。
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
害
が
起
き
た
と
き
に
自
ら
の
的

　
　
確
な
判
断
で
、
防
災
・
減
災
行

動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
自
立
性
な

ど
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
１
日
防

災
学
校
が
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
の
荒

町
美
紀
さ
ん
か
ら
、
2
0
0
0
年

有
珠
山
噴
火
の
と
き
の
避
難
所
の
様

子
に
つ
い
て
講
演
を
聞
い
た
あ
と
、

新
聞
紙
の
ス
リ
ッ
パ
や
非
常
食
作
り

を
行
い
、
最
後
は
全
校
生
徒
で
避
難

所
運
営
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

防災・減災について学ぶ
１日防災学校

　
　
爺
湖
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
（
増
山
顕
佑
会
長
）
は
、
町
内

５
小
中
学
校
に
、
各
学
校
が
選
書
し

た
図
書
を
合
計
1
0
0
冊
贈
り
ま

し
た
。
増
山
会
長
と
荒
秀
樹
幹
事
が

教
育
委
員
会
を
訪
問
し
、
皆
見
教
育

長
に
図
書
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
「
考
え
る
力
」
の
育
成
を
目
的
に
、

１
校
3
万
円
以
内
で
図
書
を
寄
贈
し

て
５
回
目
。

　
増
山
会
長
は
「
読
書
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
に
学
ん
で
ほ
し
い
。
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

洞爺湖ロータリークラブ
町内５小中学校に図書を寄贈

　
　
江
４
区
自
治
会
は
有
珠
山
噴
火

　
　
や
津
波
、
土
砂
災
害
な
ど
に
備

え
て
、
自
治
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
べ
き
か
を
考
え
る
た
め
、

町
が
推
進
し
て
い
る
自
主
防
災
組
織

に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
、
自
治

会
役
員
や
地
域
住
民
な
ど
約
10
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
役
場
企
画
防
災
課
職
員
を

講
師
と
し
て
招
き
、
町
の
防
災
・
減

災
に
対
す
る
取
り
組
み
や
自
主
防
災

組
織
の
必
要
性
や
役
割
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

災害に備えた準備と活動を考える
入江４区自治会防災研修会

　
　
性
の
食
生
活
の
向
上
を
目
的

　
　

に
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

（
と
う
や
湖
町
食
育
の
会
主
催
）
が
、

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
で
開

か
れ
、
魚
介
の
ピ
リ
辛
丼
な
ど
の
料

理
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
男
性
12
人
、会
員
12
人
が
参
加
し
、

刺
身
で
魚
介
の
ピ
リ
辛
丼
、
リ
ン
ゴ

と
大
根
の
切
漬
け
、
キ
ノ
コ
の
み
ぞ

れ
汁
の
３
品
を
調
理
。
参
加
し
た
男

性
は
「
妻
に
ご
ち
そ
う
し
た
い
と
思

い
参
加
し
ま
し
た
。
栄
養
価
の
高
い

も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
調

理
し
て
い
ま
し
た
。

男性の料理力向上へ
男性のための料理教室

会員に教えてもらいながら調理する参加者会員に教えてもらいながら調理する参加者

図書を寄贈した洞爺湖ロータリークラブの図書を寄贈した洞爺湖ロータリークラブの
増山会長（中央）と荒幹事（右）増山会長（中央）と荒幹事（右）ダンボールベットを作る子どもたちダンボールベットを作る子どもたち

防災について学ぶ地域住民防災について学ぶ地域住民

洞

男

災

入

25
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26
11

27
11

26
11
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